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研究成果の概要（和文）：睡眠のフォワード・ジェネティクス研究により複数の新規睡眠制御分子を同定するこ
とができた。ニューロンにおいて、SIK3が睡眠要求制御の細胞内シグナル伝達系として機能していることを明ら
かにした。このSIK3シグナル系が異なる脳領域を通してノンレム睡眠中デルタ波成分量とノンレム睡眠時間を制
御していることを明らかにした。眠気の分子的実体として80種のリン酸化蛋白質を同定した。これらの多様かつ
関連した成果によって睡眠覚醒制御に関する理解を大きく広げることができた。

研究成果の概要（英文）：Forward genetic approach for sleep have led to the identification of 
multiple novel sleep-regulating genes. In neurons, we found that SIK3 functions as an intracellular 
signaling pathway for sleep need regulation. We revealed that the SIK3 signaling regulates NREM 
sleep amount and EEG delta range power during NREM sleep throught different brain regions. We also 
identified 80 phosphoproteins, SNIPPs, as molecular entities of sleepiness. These diverse and 
related results have greatly expanded our understanding of sleep-wake regulation.

研究分野：神経科学

キーワード： 睡眠　マウス遺伝学　細胞内シグナル伝達　リン酸化　神経生理学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
我が国は世界的にも睡眠時間が少ない「睡眠負債国」として知られており、睡眠不足による社会的経済的損失は
大きい。しかし、なぜ眠らなければならないのか、眠気の実体とは何かといったこと基本的なことさえ明らかで
はなかった。
本研究の成果により、眠りの長さや深さを制御するニューロン内の重要分子群が明らかとなった。また眠気が特
定蛋白質のリン酸化修飾によって表現されていることが明らかとなった。これらの成果は睡眠の意義の解明や新
たな睡眠制御方法の開発につながるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
睡眠は哺乳類から節足動
物まで中枢神経系を持つ動
物に認められる普遍的な行
動である。睡眠障害は、う
つ病などの気分障害、メタ
ボリック症候群との関連も
深いことから、睡眠覚醒の
仕組みを理解し睡眠を制御
する方法の開発が求められ
ている。 
しかし、本研究開始当初
は睡眠覚醒制御の分子メカ
ニズムはどのようなもの
か、「眠気」分子的実態は何かといった睡眠に関するシンプルな問いに対する回答を誰も持ち合
わせていない状態であった。このような中で、研究代表者らは睡眠制御機構の解明を目指し、世
界で類を見ない、哺乳類を用いた睡眠のフォワード・ジェネティクス研究を推進しリン酸化酵素
SIK3をはじめとする新規の睡眠制御分子を同定した (Funato, Yanagisawa et al, Nature 2016)。
SIK3（上図）はアミノ末端側にキナーゼ領域を持つリン酸化酵素であり、エクソン 13 でコード
される領域の欠失によりノンレム睡眠時間およびノンレム睡眠中徐波成分が増大する。つまり
睡眠要求が質、量の両面で増大する。SIK3 の発見が睡眠覚醒制御の細胞内シグナル伝達系の解
明や眠気の分子的実態解明に貢献する可能性があった。 
また、哺乳類を用いた睡眠のフォワード・ジェネティクス研究は睡眠制御の冗長性等の理由か
ら懐疑的な研究者が多かったものの、SIK3 という全く新規の睡眠制御分子が見いだされたこと
から、ランダム点突然変異マウスの脳波筋電図に基づく睡眠異常スクリーニングを継続するこ
とによって、新規の睡眠制御分子、望むらくは SIK3 シグナルに関連する分子が見いだされるこ
とが期待された。レム睡眠についても NALCN に着目することで、レム睡眠という海馬シータ波出
現、脳波徐波の消失、筋トーヌスの消失を主な特徴とする状態を構成する神経機構についての理
解が深まる可能性があった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、睡眠の大規模フォワード・ジェネティクス研究を推進し、睡眠覚醒を制御する新
規遺伝子を同定するとともに、睡眠覚醒を制御する SIK3 シグナルカスケードを解明し、眠気の
分子的実態を同定し、レム睡眠の制御機構を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
(１）ランダム点突然変異マウスの睡眠スクリーニング 
フォワード・ジェネティクス研究は、Ａ）化学変異原エチルニトロソウレアによるランダム点突
然変異を持つマウスの生産、Ｂ）脳波筋電図に基づく睡眠異常マウスの大規模スクリーニング、
Ｃ）睡眠異常の遺伝性確認、Ｄ）睡眠異常の責任遺伝子座の染色体マッピング、Ｅ）全エクソー
ムシーケンスの一連のステップを実行していく。筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構内でラ
ンダム点突然変異マウス生産から責任遺伝子同定までのステップを行える体制を整え、睡眠異
常の顕性スクリーニングを遂行した。さらに睡眠のフォワード・ジェネティクス研究の拡張とし
て、SLP 変異型 SIK3 の睡眠要求増大を正常化するサプレッサースクリーニングも開始した。SIK3
の SLP 変異があるものについて変異の効果を見るため、通常の顕性スクリーニングに比べて複
雑なスキームとなる。 
(２）睡眠測定 
再現性のある結果を得るために脳波筋電電極、テザーケーブル、脳波解析ソフト等の効率化と
均等化が必須である。長年、工夫を重ねてきた電極やケーブルのデザインを論文化して発表した 
(Miyoshi et al. PNAS 2019; Iwasaki et al STAR Protocol 2021）。脳波筋電に基づく睡眠覚
醒ステージ判定については、ディープニューラルネットワークを用いた MC SleepNet (Yamabe 
et al. Sci Rep 2019)を開発し、大規模睡眠異常スクリーニングの推進に用いている。また、睡
眠覚醒ステージ結果をフィードバックすることにより、脳波解析ソフトのさらなる向上を図っ



ている。 
(３）遺伝子改変マウス作製 
Jackson Laboratory (USA)や個別の研究者から Cre ドライバーマウスを入手した。Sik3 ex13 
flox マウス、Nalcn Flex マウス等の遺伝子改変マウスは新潟大学崎村研究室により作製された。
SynapsinI-CreERT2 等の遺伝子改変マウスは CRISPR/Cas9 法を用いて、筑波大学生命科学動物資
源センター高橋智研究室との共同研究として作製した。蛋白質相互作用を検討するため、FLAG-
HA タグ等を SIK3 等に挿入したマウスや、SIK3 の各リン酸化部位の睡眠制御における効果を検
討するためのアミノ酸置換マウスの作製も、同様にして作製した。 
（４）Sik3 変異マウス脳を用いたリン酸化プロテオミクス解析 
 眠気の分子的実態を同定するため、野生型マウス、睡眠遮断した野生型マウスおよび Sik3 Slp
変異マウスの脳組織を採材し、プロテオミクスおよびリン酸化プロテオミクス解析を行った。安
定同位体タンデム MSタグ処理後に、LC-MS/MS でのリン酸化蛋白質の定量的解析を行った。 
（５）Nalcn 遺伝子改変マウスによる睡眠覚醒制御ニューロン集団の同定 
Cre リコンビナーゼ依存的に、野生型 NALCN と DRL 変異型 NALCN の発現がスイッチする Nalcn 
(Drl) FLEx マウスを確立し、各種 Cre ドライバーマウスと交配後睡眠覚醒を検討した。さらに、
Nalcn 機能欠失の効果を検討するため、Nalcn Flox マウスも CRISPR/Cas9 法によって作製した。
In vivo で近接依存性標識により NALCN 関連分子を同定するため、BirA、HA、StrepIII の複合タ
グを NALCN に挿入したマウスも作製した。 
 
４．研究成果 
（１）過眠家系 Drowsy は Cacna1a 遺伝子変異を持つ 
ランダム点突然変
異マウスのスクリー
ニングにより過眠を
呈する Drowsy 家系を
樹立した。連鎖解析お
よび全エクソームシ
ーケンスにより電位
依存カルシウムチャ
ネ ル を 構 成 す る
Cacna1a依存の変異が
同定された （Miyoshi 
et al. PNAS 2019）。
下図のように最初の
膜貫通領域内にアミ
ノ酸置換が生じる。ホモ接合体は Cacna1a 遺伝子欠損マウス同様に重度の運動失調を呈する。細
胞膜の電位変化を細胞内のカルシウム依存性応答に変換する役割を持っていることから、睡眠
要求を制御するカルシウム依存性経路が存在することを示唆する。 
（２）SIK3 の PKA リン酸化セリン残基の睡眠必要量決定における役割解明 
過眠を呈する Sik3 遺伝子の Sleepy (Slp)変異では、エクソン 13 にコードされた 52 残基を欠
失する。この中に系統的によく保存されたプロテインキナーゼ A (PKA)によりリン酸化されるセ
リン残基(S551)が存在することか
ら、このセリン残基が睡眠要求制御
に重要な役割を果たしていると考
えアラニン (S551A)またはアスパ
ラギン酸 (S551D)で置換する Sik3
遺伝子改変マウスを作製した。睡眠
覚醒を検討したところ、ヘテロ接合
体であっても Sik3 (Slp)変異マウ
スと同様の過眠となった(右図
Honda et al. PNAS 2018)。つまり、
PKA-SIK3 パスウェイが睡眠要求の
制御に深く関与していることが明
らかとなった。次に、SIK3 変異によ



る睡眠要求増大が、どの組織、細胞によるものであるかは明らかにするために、SynapsinI-
CreERT2 マウスを用いて幼仔期以降の神経細胞に Sleepy 変異型 Sik3 を誘導したところ、ノンレ
ム睡眠が増加した。このことから、脳以外の臓器やグリアなどの脳細胞ではなく神経細胞が SIK3
による睡眠要求調節の主要部位であることが示された (Iwasaki et al. J Neurosci 2021)。
SIK3以外のSIKファミリーであるSIK1およびSIK2が睡眠制御に関与するかを検討するために、
SIK1 および SIK2 の PKA リン酸化部位をアラニン置換したところ、睡眠要求が軽度に増加した 
(Park et al. Sci Rep 2020)。SIK ファミリーは睡眠要求を促進するという共通の役割を持つこ
とが示された。 
（３）SIK3 の PKA リン酸化セリン残基の睡眠必要量決定における役割解明 
 SIK3 (SLP)マウスはノンレム睡眠時間が延長
し、ノンレム睡眠中のデルタ波成分が増大す
る。これらの変化を担う脳領域およびニューロ
ン集団を同定するために様々なCreドライバー
マウスと Sik3 ex13 flox マウス（Cre 依存的に
SIK3 (SLP)を発現する）を交配させた。興奮性
ニューロン (Vglut2-Cre)で SIK3 (SLP)を発現
させるとノンレム睡眠時間延長と睡眠中デル
タ波増大が認められたが、抑制性ニューロン
(Vgat-Cre)に発現させても変化が見られなか
った。大脳皮質など終脳領域 (Camk2-Cre, Foxg1-Cre)で SIK3 (SLP)を発現させると睡眠中デル
タ波が増大したがノンレム睡眠時間は変化しなかった。SIK3 (SLP)を視床下部領域 (Foxd1-Cre)
で発現させるとノンレム睡眠時間が延長したが睡眠中デルタ波は変化しなかった。 
 以上より「睡眠の質」であるノンレム睡眠中デルタ波は大脳皮質の興奮性ニューロン内での
SIK3 シグナルが調整しており、「睡眠の量」であるノンレム睡眠時間は視床下部の興奮性ニュー
ロン内での SIK3 シグナルが調整していることが示された。 
（４）睡眠要求を規定するリン酸化蛋白質群同定 
Sik3 (Slp)変異マウスを遺伝学的過眠モデルとし
て用い、生理学的に睡眠要求が高まった状態である
野生型断眠マウスと共通して変化する蛋白質を検
討した。その結果、蛋白量が有意に変化するものは
認められなかったが、80 種のリン酸化蛋白質がこ
の２つの「眠気」の高まった脳に共通した変化とし
て見いだされた。これらのリン酸化蛋白質群は、睡
眠必要量の増大と相関してリン酸化状態の亢進を
示 し た こ と か ら SNIPPs (sleep-need-index 
phosphoproteins)と名付けた（右図）。この 80 種の
リン酸化蛋白質のうち、69 種がシナプスの機能や
構造に関わるものであった。前ページ下図に示すよ
うに、プレシナプスおよびポストシナプスの両方で
リン酸化蛋白質の新参加状態の亢進が、「眠気」を
規定していると考えられ、シナプスが睡眠欲求生成
の場である可能性が示された (Wang et al. Nature 2018)。 
（５）レム睡眠制御領域の同定 
 レム睡眠は海馬シータ波出現、睡眠徐波（デルタ波）消失、筋トーヌス消失を主な特徴とする。
Nalcn (Drl)変異マウスはレム睡眠時間減少とレム睡眠中デルタ波出現を示す。Nalcn (Drl)変
異マウスのレム睡眠異常を担う脳領域およびニューロン集団を明らかにするために、Cre 依存的
に Drl 変異型 Nalcn を発現する Nalcn Drl FLEx マウスを作製し、各種 Cre ドライバーマウスと
交配させた。大脳皮質を含む前脳領域に Nalcn (Drl)が発現するとレム睡眠中にデルタ波が出現
し、さらにレム睡眠時間が減少するなど Nalcn (Drl)に似たレム睡眠異常を示すのに対してレム
睡眠制御に重要なニューロン群が存在すると考えられている脳幹（En1 領域）に Nalcn (Drl)を
発現させても顕著なレム睡眠異常は認められなかった。 
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第44回日本神経科学大会・CJK第1回国際会議（国際学会）

柳沢正史

北園智弘, 堀田範子, 岩崎加奈子, 藤山知之, 船戸弘正, 柳沢正史

Minjeong Park, 櫻井勝康, 船戸弘正, 柳沢正史

浅野冬樹, 藤山智之, 三好千香,北園智弘, 堀田範子, 柿﨑美代, 一久綾, 管野里美, 中田慎也, 浅間のどか, 水野聖哉, 杉山文博, 高橋
智, 船戸弘正, 柳沢正史

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

The impact of social environment on sleep architecture in mice

Endogenous SIK3 regulates sleep need through glutamatergic neurons in cerebral cortex

睡眠覚醒の謎に挑む

恒常的睡眠要求を制御する新規シグナル伝達経路の探索

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第44回日本神経科学大会（国際学会）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本神経科学大会・CJK第1回国際会議（国際学会）

第44回日本神経科学大会・CJK第1回国際会議（国際学会）

（オンライン）第44回日本神経科学大会・CJK第1回国際会議（国際学会）

岩崎加奈子, 藤山智之, 上田壮志, 中田慎也, Minjeong Park, 三好千香, 堀田範子, 一久綾, 柿﨑美代, 杉山文博, 水野聖哉, 阿部学,
崎村健司, 高橋智, 松田道行, 船戸弘正, 柳沢正史

浅間のどか, Staci J. Kim, 藤山智之, 浅野冬樹, 三好千香, 堀田範子, 柿﨑美代, 一久綾, 管野里美, 中田慎也, 水野聖哉, 高橋智, 船
戸弘正, 柳沢正史

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Neuroanatomical and biochemical analysis of how the Sleepy mutant of SIK3 increases sleep

Phosphorylation-deficient Sleepy2 mutant mice exhibited decreased NREM sleep

The maturation of sleep homeostasis during development

Loss of Sleepy2 in Foxd1 lineage of cells leads to gross abnormality in skull and growth retardation

 １．発表者名

 １．発表者名

片山璃沙子, 堀田範子, 三好千香, 一久綾, 管野里美, 海老原恭美, 船戸弘正, 柳沢正史

Staci Jakyong Kim , 三好千香, 堀田範子, 管野里美, 柿﨑美代, 一久綾, 船戸弘正, 柳沢正史



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本神経科学大会・CJK第1回国際会議（国際学会）

中田慎也, 小宮春奈, 藤山智之, 三好千香, 一久綾, 浅野冬樹, 水野聖哉, 杉山文博, 高橋智, 船戸弘正, 柳沢正史

柳沢正史

上田壮志, 宮崎峻弘, 坂本航太郎, 日野英逸, 柳沢正史

柳沢正史, 林悠, Sam Reiter, 乘本裕明, 船戸弘正, 長谷川恵美

 ３．学会等名

 ３．学会等名

(オンライン)AMED 再生・細胞医療・遺伝子治療研究交流会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The functional analysis of SIK3 kinase activity for sleep/wake regulation

睡眠の謎に挑む～原理の追求から社会実装まで～

Similar structures emerge in local cortical networks during quiet wake and NREM sleep

睡眠多様性：最先端の神経科学『ノンレム睡眠を制御する細胞内シグナル伝達系の解明』

第31回日本神経回路学会（国際学会）

日本睡眠学会第46回定期学術集会,福岡国際会議場（招待講演）（国際学会）



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Tsukuba Conference 2021（筑波会議2021）（国際学会）

Academic Interaction with student in department of Physiology AIIMS, New Delhi.（国際学会）

Brain States and Beyond,Center for Translational Neuromedicine,University of Copenhagen（招待講演）（国際学会）

Orexin Science Summit 2021,Idorsia Pharmaceuticals Ltd.（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

柳沢正史

柳沢正史

Shinya Nakata, Haruna Abe-Komiya, Tomoyuki Fujiyama, Chika Miyoshi, Aya Ikkyu, Fuyuki Asano, Seiya Mizuno, Fumihiro
Sugiyama, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Deependra Kumar

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Deciphering the mystery of sleep: toward the molecular substrate for sleepiness

Deciphering the Mystery of Sleep: From the Discovery of Orexin to Forward Genetics in Mice

Molecular mechanisms for SIK3(Sleepy)-mediated sleep/wake regulation

Advanced techniques in neuroscience research (Optogenetics/neural imaging/unit recording)

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

理化学研究所バイオリソース研究センター設立20周年記念シンポジウム,理化学研究所（招待講演）

第94回日本生化学大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名
NEUROSCIENCE 2021（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

柳沢正史

北園智弘

Staci J. Kim, Noriko Hotta-Hirashima, Nodoka Asama, Taeko Matsuoka, Tomoyuki Fujiyama, Aya Ikkyu, Miyo Kakizaki, Satomi
Kanno, Sseiya Mizuno, Satoru Takahashi, Chika Miyoshi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Kazuya Miyanishi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

SFN Neuroscience 2021 50th Annual Meeting participation（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

睡眠覚醒の謎に挑む～マウスforward geneticsを武器として～

「眠気」を制御する新規シグナル伝達経路の探索と解析

Perturbation in Hdac4 signaling leads to dysregulated NREMS

Involvement of microglia in sleep/wake regulation under acute social defeat stress in mice

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Sosiety for Neuroscience 2021,SfN（招待講演）（国際学会）

NEUROSCIENCE 2021（国際学会）

NEUROSCIENCE 2021（国際学会）

柳沢正史

Kanako Iwasaki, Tomoyuki Fujiyama, Shinya Nakata, Minjeong Park, Chika Miyoshi, Noriko Hotta-Hirashima, Aya Ikkyu, Miyo
Kakizaki, Yukiko Ishikawa, Fumihiro Sugiyama, Seiya Mizuno, Manabu Abe, Kenji Sakimura, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato,
Masashi Yanagisawa

Fuyuki Asano, Tomoyuki Fujiyama, Chika Miyoshi, Tomohiro Kitazono, Noriko Hotta-Hirashima, Miyo Kakizaki, Aya Ikkyu, Satomi
Kanno, Shinya Nakata, Nodoka Asama, Seiya Mizuno, Fumihiro Sugiyama, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Deependra Kumar

12th Indian Scientists Association in Japan (ISAJ) symposium（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Special Lecture - The Mysteries of Sleep - Toward the Molecular Substrate for "Sleepiness"

Where does Sleepy mutation of SIK3 increase non-REM sleep?

Sik3 regulates sleep need via glutamatergic neurons in cerebral cortex in mice

Why is REM sleep Important?

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本分子生物学会年会（国際学会）

第49回獨協医学学術集会,獨協大学（招待講演）

糧食研究会報告会

 ３．学会等名

柳沢正史

上田壮志

柳沢正史

Hikari Yamamoto, Tomoyuki Fujiyama, Tomohiro Kitazono, Aya Ikkyu, Satomi Kanno, Miyo Kakizaki, Choi Jinhwan, Shinya Nakata,
Kazuya Murata, Seiya Mizuno, Fumihiro Sugiyama, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

第44回日本分子生物学会,パシフィコ横浜（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

睡眠の謎に挑む～原理の追求から社会実装まで～

潜在的睡眠改善食品の新規睡眠イメージング技術による探索

『眠気』の正体を求めて

Molecular mechanisms of REM sleep regulation: identifying protein-protein interactions of NALCN channel through BioID
technique

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
山梨医学フォーラム,山梨大学（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Grand Rounds to the Massachusetts General Hospital/ Harvard Medical School（招待講演）（国際学会）

柳沢正史

柳沢正史

上田壮志

柳沢正史

CVMW2021合同シンポジウム,第25回日本心血管内分泌代謝学会学術総会 他（招待講演）（国際学会）

行動生理学　特別セミナー

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Deciphering the mystery of sleep: toward the molecular substrate for sleepiness

睡眠覚醒の謎に挑む～「眠気」の正体を求めて～

脳状態と脳機能を結ぶ大脳皮質局所機能的ネットワークのダイナミクス

睡眠の謎に挑む～原理の追求から社会実装まで～

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

筑波大学生命科学動物資源センター 20周年記念シンポジウム,筑波大学（招待講演）

第95回日本薬理学会年会,福岡国際会議場（招待講演）（国際学会）

第95回日本薬理学会年会（国際学会）

柳沢正史

柳沢正史

藤山知之, 山元ひかり, 北園智弘, 一久綾, 管野里美, 柿﨑美代, Choi Jinhwan, 中田慎也, 村田知弥, 水野聖哉, 杉山文博, 高橋智, 船
戸弘正, 柳沢正史

Takeshi Kanda, Takehiro Miyazaki, Kotaro Sakamoto, Hideitsu hino, Masashi Yanagisawa

第99回日本生理学会（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

睡眠の謎に挑む～『眠気』の実体を求めて～

睡眠の謎に挑む～『眠気』の実体を求めて～

レム睡眠制御の分子機構：近位依存性ビオチン標識法BioIDを用いた電位非依存性陽イオンチャネルNALCNのタンパク質間相互作用因子の探
索

Distinct network structures emerge in the primary motor cortex during active and quiet wake

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第99回日本生理学会 JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

 ３．学会等名

Tomoyuki Fujiyama, Satomi Kanno, Noriko Hirashima Hotta, Miyo Kakizaki, Aya Ikkyu, Yosuke Tsuneoka, Manabu Abe, Ayako
Mochizuki, Patricia Seoane-Collazo, Takehiro Miyazaki, Seiya Mizuno, Chika Miyoshi, Takeshi Kanda, Masahiko Watanabe, Kenji
Sakimura, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Cao Liqin, Tingting Lou, Xin Zhang, Jing Ma, Zhiqiang Wang, Teruyuki Tanaka, Hiromasa Funato, Qinghua Liu, Masashi
Yanagisawa

三好千香, 堀田範子, 管野里美, 一久綾, 柿﨑美代, 柳沢正史, 船戸弘正

Staci J. Kim

第99回日本生理学会（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

NALCN in the forebrain and pons-medulla regions have distinct roles in REM sleep regulation

Natural history study of sleep disturbances in CDKL5 deficiency disorder mice

Establishment of a Model Mouse Pedigree with hypersomnia and obesity by EEG/EMG-Based Forward Genetic Screening

Loss of canonical Hdac4 signaling leads to dysregulated sleep

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

Deependra Kumar, Tomoyuki Fujiyama, Takeshi Kanda, Chika Miyoshi, Miyo Kakizaki, Masanori Sakaguchi, Hiromasa Funato,
Masashi Yanagisawa

Mahesh K. Kaushik, Kosuke Aritake, Yoan Cherasse, Aya Imanishi, Takeshi Kanbayashi, Yoshihiro Urade, Masashi Yanagisawa

Mari Hondo, Takuro Endo, Ayako Mochizuki, Masanori Dantsuji, Takeshi Kanda, Makito Sato, Fusae Kawana, Yukiko Ishikawa,
Kazue Suenaga, Shiro Nakamura, Manabu Abe, Tomio Inoue, Kenji Sakimura, Hiromasa Funato, Takeshi Sakurai, Masashi Yanagisawa

Noriko Hotta-Hirashima, Chika Miyoshi, Aya Ikkyu, Miyo Kakizaki, Satomi Kanno, Kumi Ebihara, Hiromasa Funato, Masashi
Yanagisawa

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Learning and memory deficit in adult dreamless mice

Pre-narcoleptics are more prone to suvorexant-induced cataplexy.

Orexin receptor antagonists ameliorate the symptoms of REM sleep behavior disorder in a novel mouse model and in human
patients

Sleep/wakefulness and body weight growth from infancy to adulthood in a hypersomnia model, Sleepy mutant mouse.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

Tomohiro Kitazono, Noriko Hotta-Hirashima, Kanako Iwasaki, Tomoyuki Fujiyama, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Patricia Seoane-Collazo, Masashi Yanagisawa, Hiromasa Funato

Fuyuki Asano, Tomoyuki Fujiyama, Chika Miyoshi, Tomohiro Kitazono, Noriko Hotta-Hirashima, Miyo Kakizaki, Aya Ikkyu, Satomi
Kanno, Shinya Nakata, Nodoka Asama, Seiya Mizuno, Fumihiro Sugiyama, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Kanako Iwasaki, Tomoyuki Fujiyama, Shinya Nakata, Minjeong Park, Chika Miyoshi, Noriko Hotta-Hirashima, Aya Ikkyu, Miyo
Kakizaki, Yukiko Ishikawa, Fumihiro Sugiyama, Seiya Mizuno, Manabu Abe, Kenji Sakimura, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato,
Masashi Yanagisawa

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The novel intracellular signaling pathways for the regulation of homeostatic sleep need

SIK3 in different hypothalamic areas mediates whole-body energy balance

Sik3 regulates sleep need via glutamatergic neurons in cerebral cortex

Where does Sleepy mutation of SIK3 cause sleep phenotypes?

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

 ３．学会等名

Hikari Yamamoto, Yasuyuki Nagumo, Yukiko Ishikawa, Yoko Irukayama-Tomobe, Tsuyoshi Nemoto, Hiromu Tanaka, Genki Takahashi,
Akihisa Tokuda, Tsuyoshi Saitoh, Hiroshi Nagase, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Juan Carlos Neira, Leo Ota, Kazumasa Horie, Masashi Yanagisawa, Hiroyuki Kitagawa

Minjeong Park, Takato Honda, Chika Miyoshi, Tomoyuki Fujiyama, Miyo Kakizaki, Aya Ikkyu, Seiya Mizuno, Satoru Takahashi,
Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Shinya Nakata, Haruna Abe-Komiya, Tomoyuki Fujiyama, Chika Miyoshi, Aya Ikkyu, Fuyuki Asano, Seiya Mizuno, Fumihiro
Sugiyama, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

OX2R-selective orexin agonism is sufficient to suppress narcoleptic symptoms, cataplexy and wake fragmentation, without
inducing drug-seeking behavior in mouse models

Automatic assessment of sleep recordings from a portable IoT EEG device.

Sleep/wake behavior of mice lacking PKA phosphorylation site in SIK3

Molecular mechanisms for SIK3(Sleepy)-mediated sleep/wake regulation

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
2nd China Narcolepsy and International Hypersomnolence Meeting,Chinese Sleep Research Society（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

Haruka Suzuki-Abe, Kazuhiro Sonomura, Shinya Nakata, Kazuya Miyanishi, AsmaaMahmoud, Noriko Hotta-Hirashima, Chika Miyoshi,
Taka-Aki Sato, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Asmaa Elhosainy Mohamed Mahmoud, Haruka Suzuki-Abe, Mahesh Kaushik, Staci Jakyong Kim, Tsuyoshi Saitoh, Yukiko Ishikawa,
Noriko HottaHirashima, Chika Miyoshi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

柳沢正史

柳沢正史

第99回日本生理学会JST-CREST "Opt Bio" /WPI-IIIS Joint Symposium（国際学会）

第49回日本集中治療医学会学術集会,仙台国際センター（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Metabolomic and pharmacologic analyses of brain substances associated with sleep pressure in mice

Sleepy mouse as a model of idiopathic hypersomnia

睡眠覚醒の謎に挑む～原理の追求から社会実装まで～

Deciphering the mystery of sleep: toward the molecular substrate for "sleepiness"

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Annual Symposium of the Federation of Indian Physiological Society 2022 (FIPS-22) International Virtual Conference（国際学
会）

Society for Research on Biological Rhythm (SRBR) 2020 biennial conference（招待講演）（国際学会）

第43回日本神経科学大会

Deependra Kumar

Qinghua Liu

藤山智之、管野里美、柿﨑美代、一久綾、堀田範子、山田麻奈、岩崎加奈子、浅野冬樹、望月文子、水野聖哉、阿部学、三好千香、上田壮
志、崎村健司、高橋智、船戸弘正、柳沢正史

浅野冬樹、藤山智之、三好千香、堀田範子、柿﨑美代、一久綾、管野里美、中田慎也、浅間のどか、水野聖哉、杉山文博、高橋智、船戸弘
正、柳沢正史

第43回日本神経科学大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Young Neurons Role in Consolidating Memory during REM Sleep

Molecular Circuits of Homeostatic Sleep Regulation

Where does the Nalcn gene take effect in REM sleep regulation?

SIK3 regulates sleep need and circadian rhythm through distinct neuronal pathways

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第43回日本神経科学大会

第74回国立病院総合医学会（招待講演）

25th Congress of the European Sleep Research Society（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

柳沢正史

Qinghua Liu

岩崎加奈子、藤山智之、三好千香、堀田範子、柿﨑美代、一久綾、管野里美、中田慎也、浅間のどか、水野聖哉、杉山文博、高橋智、船戸
弘正、柳沢正史

Nodoka Asama, Staci J. Kim, Tomoyuki Fujiyama, Fuyuki Asano, Chika Miyoshi, Noriko Hotta-Hirashima, Miyo Kakizaki, Aya
Ikkyu, Satomi Kanno, Shinya Nakata, Seiya Mizuno, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

第43回日本神経科学大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

睡眠覚醒の謎に挑む

Molecular Substrates of Homeostatic Sleep Regulation

Hypersomnia in mice with induced Sik3Sleepy mutation in late-infancy neurons

Production of Sleepy2 StoA mutant mice

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
次世代ヘルスケアプロジェクト特別講演会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第27回日本時間生物学会学術大会（招待講演）

柳沢正史

Hikari Yamamoto, Yoko Irukayama-Tomobe, Yukiko Ishikawa, Yukiko Namekawa, Tsuyoshi Nemoto, Hiromu Tanaka, Genki Takahashi,
Akihisa Tokuda, Yasuyuki Nagumo, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

柳沢正史

柳沢正史

Tsukuba Global Science Week 2020（国際学会）

第7回JCRベーシックリサーチカンファレンス（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

睡眠覚醒の謎に挑む

OX2R-selective orexin agonism is sufficient to ameliorate narcoleptic symptoms, cataplexy and sleep/wakefulness
fragmentation in mouse models

睡眠覚醒の謎に挑む

睡眠覚醒の謎に挑む～覚醒のために必要な眠り～

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第1回 IRPA国際シンポジウム（招待講演）（国際学会）

第43回日本分子生物学会年会

自治医科大学大学院医学研究科大学院特別講義（招待講演）

柳沢正史

藤山智之、三好千香、浅野冬樹、中田慎也、一久綾、山田麻奈、Juan Calros Neira Almanza、高橋智、水野聖哉、杉山文博、船戸弘正、
柳沢正史

船戸弘正

柳沢正史

先端創薬科学講座セミナーコース2021（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Toward the Mystery of Sleep

Sleep/wake behavior of mice expressing a constitutively active form of SIK3

フォワードジェネティクス研究による睡眠制御機構の解明

睡眠覚醒の謎に挑む

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第101春季年会 市民公開講座 夢をかなえる科学（招待講演）

第126回日本解剖学会総会・全国学術集会 / 第98回日本生理学会大会　合同大会（招待講演）

第126回日本解剖学会総会・全国学術集会 / 第98回日本生理学会大会　合同大会

 ３．学会等名

船戸弘正

上田壮志

柳沢正史

柳沢正史

第30回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Intracellular signals in the regulation of sleep/wakefulness

Sparse functional connectivity of cortical neurons during sleep revealed by calcium imaging and graphical lasso

睡眠覚醒の謎に挑む

睡眠覚醒の謎に挑む

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
V World Congress of Chronobiology（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Nature150周年記念イベント The Future of Japanese Science- visions towards achieving the Sustainable Development goals (SDGs)
（招待講演）（国際学会）

柳沢正史

Hiromasa Funato

柳沢正史

Hiromasa Funato

CIBR Beijing Conference on Brain & Behavior (China, Beijing) 2019.4.23（招待講演）（国際学会）

第56回日本臨床分子医学会学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Solving the mysteries of sleep

Sleep and energy metabolism regulation though mouse genetics

睡眠覚醒の謎に挑む

Forward genetics in mice identified novel sleep-regulating genes

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

10th European Narcolepsy Day, Bern（招待講演）（国際学会）

第19回日本抗加齢医学会総会（招待講演）

第42回日本神経科学大会・第62回日本神経化学会大会（NEURO2019（招待講演）（国際学会）

柳沢正史

柳沢正史

柳沢正史

Tomoyuki Fujiyama, Seiya Mizuno, Manabu Abe, Satomi Kanno, Miyo Kakizaki, Kanako Iwasaki, Aya Ikkyu, Noriko Hirashima Hotta,
Mana Yamada, Chika Miyoshi, Makito Sato, Takeshi Kanda, Kenji Sakimura, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi
Yanagisawa

Neuro2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Toward the Mystery of Sleep

睡眠覚醒の謎に挑む

睡眠覚醒の謎に挑む

Where does the Dreamless mutation take effect?: Generation of Nalcn-FLEx and Nalcn-flox Knock-In Mice

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Neuro2019（国際学会）

Neuro2019（国際学会）

Neuro2019（国際学会）

 ３．学会等名

Minjeong Park, Chika Miyoshi, Tomoyuki Fujiyama, Miyo Kakizaki, Aya Ikkyu, Jinhwan Choi, Seiya Mizuno, Satoru Takahashi,
Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Shinya Nakata, Tomoyuki Fujiyama, Chika Miyoshi, Satomi Kanno, Aya Ikkyu, Fuyuki Asano, Haruna Komiya, Seiya Mizuno,
Fumihiro Sugiyama, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Kanako Iwasaki, Tomoyuki Fujiyama, Seiya Mizuno, Fumihiro Sugiyama, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Javier Diaz, Hiromasa Funato, Juan C Letelier, Masashi Yanagisawa, Kaspar E Vogt

Neuro2019（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Sleep/wakefulness of mice lacking PKA phosphorylation site in SIK1 and SIK2

Molecular mechanism of SIK3-mediated regulation of sleep/wakefulness

Sleep/wake behavior in mice expressing Sleepy mutant Sik3 specifically in adult brain: analysis using newly developed
inducible Cre mice

Electroencephalographic characterization of the Sleepy mutant reveals a multi-spectral disorganization of NREM sleep
dynamics accompanied by absence of active wakefulness markers

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第162回日本獣医学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Neuro2019（国際学会）

Fuyuki Asano, Chika Miyoshi, Tomoyuki Fujiyama, Noriko Hotta, Miyo Kakizaki, Aya Ikkyu, Satomi Kanno, Shinya Nakata, Seiya
Mizuno, Fumihiro Sugiyama, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Liqin Cao, Daniela Klewe-Nebenius, Greg Asher, Chika Miyoshi, Takeshi Sakurai, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa, Qinghua
Liu

柳沢正史

柳沢正史

Neuro2019（国際学会）

機械の日・機械週間（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Sleep/wakefulness in neuron subtype-specific SIK3-deficient mice

Identifying schizophrenia genes through a forward genetic screen in mice

睡眠覚醒の謎に挑む

睡眠覚醒の謎に挑む

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Cold Spring Harbor Asia Symposium, China（招待講演）（国際学会）

第92回日本生化学学会大会  シンポジウム「行動を制御する脳内分子メカニズムとそのダイナミクス」

World Sleep Conference 2019, Canada（招待講演）（国際学会）

柳沢正史

船戸弘正

柳沢正史

Staci Jakyong Kim, Chika Miyoshi, Takahiro Ezaki, Aya Ikkyu, Noriko Hotta-Hirashima, Satomi Kanno, Miyo Kakizaki, Mana
Yamada, Shigeharu Wakana, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

IBRO 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Toward the Mystery of Sleep

SIKファミリーによる睡眠覚醒とエネルギー代謝制御

Toward the Mystery of Sleep

A step towards demystifying sleep physiology: forward genetics approach in mice

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第59回日本臨床化学会年次学術集会（招待講演）

Korea Society of Molecular and Cellular Biology　（招待講演）（国際学会）

International Conference: Korean Society of Molecular and Cellular Biology 2019（国際学会）

 ３．学会等名

柳沢正史

Staci Jakyong Kim, Chika Miyoshi, Noriko Hotta-hirashima, Satomi Kanno, Miyo Kakizaki, Masashi Yanagisawa, Hiromasa Funato

Minjeong Park, Chika Miyoshi, Tomoyuki Fujiyama, Miyo Kakizaki, Aya Ikkyu, Jinhwan Choi, Seiya Mizuno, Satoru Takahashi,
Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

柳沢正史

IBRO 2019（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Toward the Mystery of Sleep

Examination of sleep/wake behavior in C57BL/6 substrain for forward genetics study in mice

Increased sleep need in mice lacking the PKA phosphorylation site in SIK1 and SIK2

睡眠覚醒の謎に挑む

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Neuroscience 2019, Society for Neuroscience（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Tsukuba Conference 2019（国際学会）

Shinya Nakata, Chika Miyoshi, Takahiro Ezaki, Aya Ikkyu, Noriko Hotta-Hirashima, Satomi Kanno, Miyo Kakizaki, Mana Yamada,
Shigeharu Wakana, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

船戸弘正

浅野冬樹、三好千香、藤山知之、堀田範子、柿崎美代、一久綾、管野里美、中田慎也、水野聖哉、杉山文博、高橋智、船戸弘正、柳沢正史

Tomoyuki Fujiyama, Seiya Mizuno, Manabu Abe, Satomi Kanno, Miyo Kakizaki, Kanako Iwasaki, Aya Ikkyu, Noriko Hirashima Hotta,
Mana Yamada, Chika Miyoshi, Makito Sato, Takeshi Kanda, Kenji Sakimura, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi
Yanagisawa

第８回日本食品分析センター技術成果発表会（招待講演）

第26回日本時間生物学会学術大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Sleep/wake in mice expressing a  constitutively active form of SIK3

睡眠覚醒の謎に挑む

神経細胞サブタイプ特異的SIK3欠損マウスの睡眠覚醒

Where does the Nalcn gene take effect in REM sleep regulation?

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第46回日本神経内分泌学会

群馬大学創立70周年記念講演会（招待講演）

茨城三大学交流セミナー（招待講演）

恒岡洋右、船戸弘正

柳沢正史

柳沢正史

柳沢正史

第26回日本胎盤臨床医学会大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

内側視索前野における雄性行動関連細胞の機能解剖学的解析

睡眠覚醒の謎に挑む

睡眠覚醒の謎に挑む

睡眠覚醒の謎に挑む

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 8th Annual IIIS International Symposium（国際学会）

The 8th Annual IIIS International Symposium（国際学会）

The 8th Annual IIIS International Symposium（国際学会）

 ３．学会等名

Fuyuki Asano, Tomoyuki Fujiyama, Chika Miyoshi, Noriko Hotta-Hirashima, Miyo Kakizaki, Aya Ikkyu, Satomi Kanno, Shinya
Nakata, Nodoka Asama, Seiya Mizuno, Fumihiro Sugiyama, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Kanako Iwasaki, Tomoyuki Fujiyama, Shinya Nakata, Park Minjeong, Noriko Hotta-Hirashima, Fumihiro Sugiyama, Seiya Mizuno,
Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

柳沢正史

Shinya Nakata, Tomoyuki Fujiyama, Chika Miyoshi, Aya Ikkyu, Fuyuki Asano, Haruna Komiya, Noriko Hotta-Hirashima, Seiya
Mizuno, Fumihiro Sugiyama, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

第65回日本病理学会秋季特別総会　（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Sleep/wakefulness in neuron type-specific SIK3-deficient mice

Increased NREMS in mice expressing mutant Sik3 in postnatal neurons using newly developed Synapsin1CreERT2 mice

睡眠覚醒の謎に挑む

The elucidation of the role of SIK3 kinase activity in sleep/wakefulness

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第42回分子生物学会年会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 8th Annual IIIS International Symposium（国際学会）

Kazumasa Horie, Hiroyuki Kitagawa, Masashi Yanagisawa, Hiromasa Funato

Minjeong Park, Chika Miyoshi, Tomoyuki Fujiyama, Miyo Kakizaki, Aya Ikkyu, Takato Honda, Jinhwan Choi, Fuyuki Asano, Seiya
Mizuno, Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Minjeong Park, Chika Miyoshi, Tomoyuki Fujiyama, Miyo Kakizaki, Aya Ikkyu, Jinhwan Choi, Seiya Mizuno, Satoru Takahashi,
Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

Shinya Nakata, Tomoyuki Fujiyama, Chika Miyoshi, Aya Ikkyu, Fuyuki Asano, Haruna Komiya, Seiya Mizuno, Fumihiro Sugiyama,
Satoru Takahashi, Hiromasa Funato, Masashi Yanagisawa

The 8th Annual IIIS International Symposium（国際学会）

第42回分子生物学会年会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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